
- R7情報（共通）1 - 

 

   

情    報 

    

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実  

(1) 生徒の主体的な学びを実現する学習指導の工夫 

現行の学習指導要領が施行され３年が経過したところであるが、「初等中等教育にお

ける教育課程の基準等の在り方（諮問）」（令和６年12月25日）において、次の課題が  

指摘されている。 

 

 

 

 

 

 

 

こうした課題を踏まえ、生徒の主体的な学びを実現するためには、生徒の実状や指導

の内容に応じ、授業の組み立て方や重点の置き方、具体的な指導方法について、幅広い

創意工夫が重要である。ここでは、「生徒が興味・関心をもつ学習課題」及び「生徒が

学びを振り返り、次の学習に生かす学習過程」の視点から、次のような工夫例を示す。 

生徒が興味・関心をもつ学習課題 生徒が学びを振り返り、次の学習に生かす学習過程 

単元：データの活用 

統計データを整理・分析し、「鶏

卵の価格は物価の変動に影響され

るか」という仮説を検証する。 

表計算ソフト又はプログラミングから取り

組みやすい方法を生徒自身が選択し、一連の学

習過程を振り返り、学習課題を主体的に追究し

ていく。（令和６年度共通教科情報科の手引） 

単元：モデル化とシミュレーション 

学校祭の模擬店でのクレープ販

売に関する最適解を求める数式モ

デルを作成してシミュレーション

を行う。 

モデル化とシミュレーションが社会でどの

ような役割を担っているか、モデル化のメリッ

トと限界を踏まえながら、一連の学習活動を振

り返り、探究的な学習へとつなげる。 

（令和５年度共通教科情報科の手引） 

単元：情報デザイン 

ユニバーサルデザインの視点か

らピクトグラムを制作し、情報デザ

インの役割や目的についての仮説

を立て検証する。 

情報を抽象化、可視化、構造化するなど、学

習過程を振り返り、目的や受け手の状況に応じ

て、年齢や言語、文化及び障がいの有無などに

関わりなく情報を伝える方法について考える。 

（令和４年度共通教科情報科の手引） 

 表１ 学習課題と学習過程の工夫例（令和４～６年度共通教科情報科の手引から） 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善とは、特定の指導方法の「型」

の普及を指すのではなく、学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性

と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次

につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点を手掛かりにしながら、学

学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向かうことができていない子供が
多くなっていること。 

習得した知識を現実の事象と関連付けて理解すること、生成 AI には扱えない概
念としての知識の習得や深い意味理解をすること、自分の考えをもち、根拠に基づ
いて他者に明確に説明すること、自律的に学ぶ自信がある生徒が少ないこと。 

１人１台端末やクラウド環境等のデジタル学習基盤は、一人一人の興味や関心に
応じ、よさを伸ばし、困難の克服を助ける大きな可能性を秘めているが、その効果
的な活用は緒に就いたばかりであること。 
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びの在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・改善を

重ねていくことである。 

このように学びの在り方を追求していくことで、

生涯にわたって能動的に学び続けたり、多様な生徒

がそれぞれの興味や関心を基に、自分の個性に応じ

た学びを実現したりできるようにしていくことに

もつながっていくと考えられる。 

また、「主体的・対話的で深い学び」は、必ずし

も１単位時間の授業の中で全てが実現されるもの

ではなく、単元や題材など内容や時間のまとまりの

中で、例えば、図２のような学習場面をどこに設定

するかといった観点で授業改善を進めることが求

められる。 

 

 

 

 

図２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け設定する学習場面の例 

共通教科情報科における「主体的な学び」とは、見通しをもって試行錯誤することを

通して自らの情報活用を振り返り、評価・改善して、次の問題解決に取り組むことや、

生徒に達成感を味わわせ学習に取り組む意欲を高めたり、個々の興味・関心や能力・適

性に応じて、より進んだ課題に取り組んだりすることなどであるが、生徒の興味・関心

に応じて課題を設定するような学習活動を計画した場合、図３のような実施上の難しさがあ

る。この点においては、１人１台端末やクラウド環境等の「デジタル学習基盤」を効果的に

用いることで、探究したい学習材に直接アクセスし、レポート・動画・プレゼンテーショ

ン・プログラム・ウェブページなど自分が望む表現の形を実現することも容易になる。教師

がどのような教え方を選択した場合でも、教師による生徒の丁寧な見取りや、内容や時

間のまとまりを見通した授業づくりを通じた学習過程と学習環境の丁寧な設計等、様々

な点において教師が指導性を発揮し、取組を進化・成熟させていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

図３ 実施上の難しさを踏まえた「デジタル学習基盤」の活用  

 (2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価は、知識及び技能を習得させたり、思考力、

判断力、表現力等を育成したりする場面に関わって行うものであることから、「主体的

学習指導要領 
(資質・能力) 

生徒や地域 
の実態 

単元・題材の構想 
(資質・能力を育成するため
の授業のまとまりの構想） 

教科書・教材・端末等 

一コマの授業 

どのような力を 
身に付けてほしいか 

どのような単元・ 
課題・評価で行うのか 

教科書・教材・端
末等をどう使うか 

図１ 単元をベースとした授業づくり 
（文部科学省「個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実」のためのサポー
トマガジンを基に作成） 

 学習の見通しを立てたり学習し
たことを振り返ったりして自身の
学びや変容を自覚できる場面 

対話によって自分
の考えなどを広げた
り深めたりする場面 

学びの深まりをつくりだ
すための、生徒が考える場
面と教師が教える場面 

実施上の 

難しさ 

生徒がそれぞれの興味・関心等に
合った学習材にアクセスできなけれ
ば、学びを深めていくことが困難 

多様なまとめ方が許されていな
ければ、自らの思いに沿った形で
学びの成果を表現することが困難 

「デジタル学習基盤」を効果的に活用 

学習材に直接アクセス可能、自分が望む表現の実現が容易 
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に学習に取り組む態度」の観点のみを取り出して、例えば挙手の回数など、その形式的

態度を評価することは適当ではなく、他の観点に関わる生徒の学習状況と照らし合わせ

ながら学習や指導の改善を図ることが重要である。 

   なお、学習の調整が知識及び技能の習得に結び付いていない場合には、教師が指導に

生かす評価を活用し、学習の進め方を適切に指導することが重要である。 

   どのような方法で、観点別学習状況を評価するための記録を取るのかについては、評

価の計画を立てることが必要となるが、毎時間生徒全員について記録を取り、総括の資

料とするために蓄積することは現実的ではないことからも、学習状況を記録に残す場面

を精選すること、評価に「デジタル学習基盤」を効果的に活用することなど、教師の負

担軽減を図りながら、指導や評価方法等の工夫・改善に繋げていくことも必要である。 

 

 

 

 

図４ 「デジタル学習基盤」を活用した評価の効果  

※ 指導に生かす評価については、令和５年度共通教科情報科の手引を参照。 

※ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の具体例及び観点別学習状況の評価の総括については、 

令和４年度共通教科情報科の手引を参照。 

 

２ 指導と評価の計画例 

(1) 「モデル化とシミュレーション」の計画例 

ア  単元の目標 

(ｱ) 社会や自然などにおける事象をモデル化する方法、シミュレーションを通してモ

デルを評価し改善する方法について理解する。 

(ｲ) 目的に応じたモデル化やシミュレーションを適切に行い、その結果を踏まえて問

題の適切な解決方法を考える。 

(ｳ) シミュレーションによって問題を発見・解決する活動を通して、問題解決にコン

ピュータを積極的に活用しようとする態度、結果を振り返って改善しようとする態

度などを通じて情報社会に主体的に参画しようとする。 

イ  単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・社会や自然などにおけ

る事象をモデル化する

方法を理解している。 

・シミュレーションを通

してモデルを評価し改

善する方法について理

解している。 

・目的に応じたモデル化

やシミュレーションを

適切に行い、その結果

を踏まえて問題の適切

な解決方法を考えてい

る。 

・シミュレーションの結

果を基に試行錯誤しな

がら粘り強く評価し改

善しようとすることな

どを通して情報社会に

主体的に参画しようと

している。 

   

「デジタル学習基盤」を活用することで 

教師が生徒の学習課題の進
捗状況をリアルタイムに把握 

教師が行った評価や指
導を生徒が容易に確認 

生徒の理解度等を踏まえた
指導方法等の工夫改善 
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ウ  単元の指導と評価の計画（６時間） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

次 
【時間】 

ねらい、学習活動等 
重
点 

記
録 

備考 
（評価の「Ｂ」規準） 

１次 
【１時間】 

〇 モデル化とシミュレーション
の概要 

・モデル化の考えやモデルの分類
を理解する。 

・身の回りの事象をモデル化する。 

知 〇 

モデル化の手順やモデ
ルの分類を理解している。
シミュレーションを行っ
てモデルを評価すること
ができる。 

２次 
【２時間】 

〇 数式と表計算ソフトを用いた
シミュレーション 

・気象庁のサイトから、ある地点の
最高気温や日照時間などのデー
タをダウンロードする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ある地点の３年分の桜の開花日

などのデータを入力し、表計算ソ
フトの操作方法などを確認する。 

 
 
 
 
・生成AIを用いて、ある地点の桜の

開花日のデータを、表計算ソフト
で処理しやすい形式に整えて出
力する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔入力したプロンプト（指示文）
と生成された回答〕 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
思 
 
態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロンプトを工夫しな
がら情報を収集するとと
もに、一連の学習活動を
振り返ることで、課題を
解決しようとしている。 

生成 AI の回答には誤りが含まれ
る可能性があるため、根拠となる
データの出所を確かめるなど、回
答内容を検証する必要がある。 

気象庁のサイトには次の URL でア
クセスできる。 
「気象庁ホームページ」 
https://www.data.jma.go.jp/risk/o
bsdl/index.php  

生成 AI は、プロンプト（指示文）に
入力した内容によって回答が大きく
変わるため、期待する回答を得るに
は適切な質問や具体的な指示を工
夫する必要があることを確認する。 
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３次 
【１時間】 

〇 モデル化とシミュレーション
の演習 

 
・気象庁のサイトから、ある地点

の特定の期間の最高気温や平均
気温、日照時間などのデータを
ダウンロードする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔データダウンロード画面〕 

 
 
 
 
 
・収集、整理したデータをグラフと

して可視化することより、データ
に含まれる傾向を見いだす。 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔最高気温と日照時間〕 
 
・考察したことを生成AIに評価さ

せることで客観的な視点を得て、
さらに分析やモデルの改善に主
体的に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔入力したプロンプトと生成され
た回答〕 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生成AIの評価を踏まえて
分析を見直している。 

二つのデータ同士の関係性を
分析するためには散布図を利用
することが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ある地点のデータは、気象庁の
サイトからダウンロードできるが、
生成 AI は膨大なデータの全てを
表示することができない場合が
ある。そのような場合は、参考と
なるサイトや問合せ方法を回答
することもある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔入力したプロンプトと生成された回

答〕 

授業時間や生徒の実態等に
応じて、教師が用意したデータを
配付することも考えられる。 

生成 AI に、積算温度法とは異な
る視点のモデルを提案させ、そのモ
デルのシミュレーションの結果と比
較する。 



- R7情報（共通）6 - 

 

４次 
【２時間】 

〇 モデルの改善等とシミュレー
ション 

・収集したデータの整理や変換を
考え、シミュレーションを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔入力したプロンプトと生成され
た回答〕 
 
・整理、変換したデータをグラフ

で可視化したり、新たに行った
シミュレーションの結果からデ
ータを分析したりして、傾向の
違いを確認する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・他の地点でも同じモデルを適用

できるかを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・学習の振り返りを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学習活動全体を振り返
る中で、粘り強く取り組
もうとしたり、自己調整
しようとしたりする姿勢
が一定程度見られる。 
 

検討したことを基に、データの修
正やモデルの改善を行い、シミュレー
ションを繰り返して、その結果がより
正確となるよう改善を続ける。 

振り返りでは、生徒にデータの整
理・変換、モデルの改善などの活動
を具体的に記述させる。これによ
り、粘り強い取組を行おうとしたか、
自らの学習を調整しようとしたかを
確認し、「主体的に学習に取り組む
態度」として評価する。 

桜の開花の観測地点によって
は、桜の種類が異なることに注意
が必要である。気象庁の「さくらの
開花状況」のウェブページには観
測している桜の種類が記載されて
いる。 
https://www.data.jma.go.jp/sakur
a/data/sakura_kaika.html 

生成 AIに、データの変換や地域性
の考慮などが必要かどうかを質問
することによりモデルの改善を検討
する。 
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エ  学習指導案（２時間目／６時間中） 

教科（科目） 情報（情報Ⅰ） 教科担任 ◯◯ 

使用教科書 ◯◯◯◯（◯◯） 学年・組 １年◯組 

授 業 日 時 ◯月◯日◯校時 使用教室 １年◯組 

単 元 名 モデル化とシミュレーション 

指 導 計 画 ３－１ モデル化とシミュレーションの概要 

３－２ 数式と表計算ソフトを用いたシミュレーション（本時２／２） 

３－３ モデル化とシミュレーションの演習 

３－４ モデルの改善等とシミュレーション 

本時の目標 身近な「桜の開花予想」を題材に生成AIを活用しながら繰り返しシミュレーシ

ョンを行い、問題の解決方法を考え、粘り強く結果を評価・改善しようとする態

度を身に付ける。 

過程 
時

間 
学習内容・学習活動 指導上の留意点 

学習

形態 
【評価の観点】 

導入 
５

分 

 

 

データや予測モデルを活

用して、地域の桜の開花日

を予測する。 

 

 

 

 

ペアで話し合い、「予測

するための信頼できるデー

タとは何か」や「データ収

集時の注意点」などの「問

い」について意見を出し合う。 

 

 

本時の目標と学習内容

を理解させ、データを活

用した予測モデルによっ

て桜の開花予測が行われ

ていることを確認する。 

 

 

情報源の信頼性を判

断する基準や、データ

収集の際に気を付ける

点を具体例とともに補

足する。 

協働  

 

 

 

 

 

 

 

展開

１ 

12

分 

 

 

「◯◯市の桜開花日」につい

て、過去10年分のデータを収集

する。最初に、学習活動１を基

に各自で３年分のデータを集

め、その方法や結果を共有する。 

 

 

 

「 2020年の◯◯市の桜の

開花日」をAIに尋ね、生成さ

れた回答と公式情報を比べ

て、誤りがないかを確認す

る。 

 

 

学習活動１を基に、正

確な情報源（気象庁のサ

イトなど）からデータを

収集させることを重視す

る。データ収集の際には、

データの形式にも注意さ

せる。 

 

生成AIを使う場合に

は、回答の根拠を確認さ

せ、誤情報の可能性があ

ることを踏まえて批判

的思考を促す。 

データ収集に生成 AI

を活用できるかを検討

させ、その有効性と限界

について考察させる。 

個別 

協働 

 

ワークシート(学習活動１) 

〇「予測に必要なデータ

はどこから集める

か？」、「そのデータ

は本当に信じられるの

だろうか？」 

※「問い」に対するペア

ワーク後、ワークシー

トの「活動１」に記入

する。 

ワークシート(学習活動２) 

初期段階として、スプ

レッドシートに、３年分

のデータを記載する。 

[学習活動１：モデル予測とデータ収集の前提] 

 

[学習内容の確認] 
 

[学習活動２：データ収集と前処理] 
 

«生成AIの活用» 
 

学習課題の工夫  
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展開

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26

分 

 

 

 

 

 
 

生成AIが、意図したデータ

を適切に表示できるかを検

証する。 

使用したプロンプトをワー

クシートに記録し、目的に近

いデータを一度の入力で得る

ことができるよう、スプレッ

ドシートで共有しながらプロ

ンプトを工夫・改善する。 

 

 

 

 
 

生成AIへのプロンプ

トの重要性を意識させ

る。 

一度のプロンプト入

力では期待する回答を

得ることは難しいこと

を踏まえ、試行錯誤す

るよう促す。 

表示されたデータを、

学習活動２で使ったス

プレッドシートに活か

せるかどうかを考えさ

せる。 

同じ目的に対して異

なるプロンプトから得

られた回答を比較し、ど

の表現が適切かを考え

るよう促す。 

学習過程では、主体的

な学びを促す工夫や思

考を深める「問い」を活

用して指導する。（下記

参照） 

  

 

 

 

 

 

（思考・判断・表現） 

思考が変容する

き っ か け が 見 ら

れ、プロンプトを修

正・改善しながら

「どうすれば目的

に合ったデータが

得られるか」を考

えている。 

 

まとめ 
７

分 

 

 

データ収集における信頼

性確保の重要性と、その際に

生成 AIを活用する有効性や

課題について考察し、フォー

ムで回答を提出する。 

 

 

同じ目的に対して、異

なるプロンプトで得ら

れた回答を比較するこ

とで、「どのような表現

が適切なのか」を客観的

に考察するよう促す。 

 

個別 

 

【主体的に学習に

取り組む態度】 

生成AIを活用した

データ収集における

振り返りで、その有効

性と課題の両方に言

及している。 

 

［主体的な学びを実現するために学習過程で生徒の思考のきっかけとなる「問い」の例］ 

・生成AIが出力したデータは、本当に正しいと信頼できますか？ それを確かめるには、どの

ような方法がありますか。 

・これまでのように、気象庁のウェブサイトから手作業でデータを集める方法と比べて、生成

AIを使うことで、どのようなよさがありましたか。 

・今回のデータ収集において、生成AIが特に役に立ったと感じた場面はどんなところですか。 

・桜の開花日データを生成AIに正しく出力させるために、どのような指示が効果的でしたか。 

・もし期待した出力が得られなかった場合、どの部分のプロンプトを、どのように変えると、

よりよい結果が得られると思いましたか。 

・気象庁のデータをもとに正確な情報を得るために、プロンプトにどのような工夫をしました

か。（例：URLを入れるなど） 

・自分や友達のプロンプトの中で、「特に効果的だった」と思う表現がありましたか。また、

なぜそれがよかったと思いますか。 

・生成AIの出力を、分析にすぐ使える形式にするために、どのような工夫をしましたか。 

・生成AIを活用して、どのような「難しさ」や「配慮すべきこと」に気付きましたか。 

ワークシート(学習活動３) 

〇「生成 AIを活用したデー

タ収集は可能か？」 

※ 生成 AI が目的に合っ

たデータを表示できる

かを検討する。 

プロンプトの共有（生徒入力例） 

ワークシート(振り返り) 
○「授業を振り返っ
て、生成 AI を活用し
てデータを集めたこ
とは、役に立ちました
か？また、どんなプロ
ンプトがうまくいき
ましたか？その理由
は何だったと思いま
すか？」 

[学習活動３：生成 AIを活用したデータ収集の可能性を検証] 
 

[本時の振り返り] 
 

関連付けて評価する 
 

主体的な学び 
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ワークシートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 学習の進め方や学習評価の工夫 

(ｱ) 本時の振り返り（「主体的に学習に取り組む態度」の評価基準例） 

Ａ プロンプトと出力結果の関連について試行錯誤しながら改善しようとす

るとともに、一連の学習活動を振り返ることで、生成AIの効果的な活用方法

と課題を見いだそうとしている。 

Ｂ プロンプトを工夫しながら情報を収集するとともに、一連の学習活動を振

り返ることで、課題を解決しようとしている。 

Ｃ プロンプトの工夫が適切な情報収集や課題の解決に結び付いていない。 

※ 評価Ｃの生徒に対する手立て 

「そのプロンプトは目的に合っていたか」、「次にどうすればよいか」について考え

た過程が見えるようにしながらサポートする。考えたことは、言葉で説明したり、メ

モを取ったりするなどして整理するよう促す。 

      (ｲ) 生成AIの活用について 

生成AIを活用する際には、「一度で期待する回答は得られない」ことを前提に、試

行錯誤しながらプロンプトの工夫を繰り返すことで、期待する回答に近付いていく

ことや、同じプロンプトでも毎回異なる回答が生成されることを生徒に経験させる

必要がある。こうした経験を通じて、生徒は情報の信ぴょう性を確かめる必要があ

ることに気付き、生成AIを活用する際の注意点や出力結果を評価・検証する必要性

を実感していく。こうしたことから、生成AIは、単に回答を得るための手段ではな
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く、「問いの立て方」、「表現の工夫」、「結果の吟味」といった思考の過程を通

して、学びを深めていくために活用するものであるという認識をもつことができる。 

     

«生成AIの活用例» ワークシート 学習活動３「生成AIを活用したデータ収集は可能か？」 

プロンプト例１（データは表示されるが、目的の形式が異なる例 -不明確なプロンプト-） 

プロンプト例 2018年から2024年までの◯◯市の桜の開花日を提示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロンプト例２（一度の入力で目的に近いデータを得られた例 -構造化されたプロンプト-） 

プロンプト例 命令：〇〇市の桜開花日データ収集依頼 

目的: 〇〇市の桜開花日データを表形式で表示してください。 

対象: 〇〇市の桜の開花日 

期間: 2018年から2024年 

データ元: 気象庁の「さくらの開花日」 

https://www.data.jma.go.jp/sakura/data/sakura003_06.html 

https://www.data.jma.go.jp/sakura/data/sakura003_07.html 

出力形式: 以下の３列の表形式で表示してください 

年: その年の西暦（例：2020年） 

開始日: その年の２月１日（例：2020/2/1） 

開花日: 実際の開花日（例：2020/5/3） 

※出力はスプレッドシートで出力可能な形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表計算ソフトにエクスポ

ートできるので、そのまま

データを活用できる。 

（即座に分析に利用できる

形式で出力される。） 

データ元（気

象庁）の URL を

明記するなど、

正確性や表示

形式に関わる

条件をプロン

プトに盛り込

むことが有効

である。 

表示されたデータは

活用可能ではあるもの

の、目的とする形式には

なっていない。（そのま

までは、再利用が困難） 

生徒の取組
状況に応じて、
「命令」、「目
的」、「対象」、
「期間」、「デ
ータ元」、「出
力形式」などの
構造化の視点
を意識させる
ことも効果的
である。 


